景観形成基準確認シート　　③開発行為
	届出者氏名
	

	行為の場所
	

	周辺景観の
特性
	

	項目
	景観形成基準
	具体的な配慮又は工夫の内容
	適否※
	意見※

	開発行為
	開発後の状態が、周辺の景観と著しく不調和とならないこと。
	
	適・否
	

	
	造成等での擁壁や法面は、必要最小限にとどめるとともに、法面は緑化に努め周辺の景観と調和を図ること。
	
	適・否
	

	
	斜面における土地の形状を変更する場合は、原状の形状を活かすよう配慮するとともに、植栽等による修景に努めること。 
	
	適・否
	

	
	樹木の伐採は必要最小限にとどめること。
	
	適・否
	


[記入上の注意]※印の欄は、記入しないでください。

